
3月定例会  8人の議員が一般質問

質問事項

標高5.8m（Y.P.※水位6.62m）、収容人員390人の佐原小学校体育館
※江戸川工事基準面

Q
利
根
川
堤
防
右
岸
で
氾
濫
危
険
度
の
高
い
地

利
根
川
堤
防
右
岸
で
氾
濫
危
険
度
の
高
い
地

域
は
。ま
た
、場
所
は
何
㎞
か
ら
何
㎞
ま
で
か
。

域
は
。ま
た
、場
所
は
何
㎞
か
ら
何
㎞
ま
で
か
。

A
市
の
水
防
計
画
で
は
、津
宮
付
近
が
重
要
水

市
の
水
防
計
画
で
は
、津
宮
付
近
が
重
要
水

防
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。距
離
は
、利
根

防
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。距
離
は
、利
根

川
の
キ
ロ
杭
で

川
の
キ
ロ
杭
で
3535
・
7575
㎞
か
ら

㎞
か
ら
3636
・
5050
㎞
の
地
点
で
す
。

㎞
の
地
点
で
す
。

水
害
弱
者
を
守
る
に
は

Q
市
は
、台
風

市
は
、台
風
1919
号
発
生
時「
香
取
中
学
校
へ

号
発
生
時「
香
取
中
学
校
へ

一
時
避
難
し
た
住
民
に
バ
ス
を
出
す
の
で
他

一
時
避
難
し
た
住
民
に
バ
ス
を
出
す
の
で
他

の
避
難
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。市
は
責
任
を

の
避
難
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。市
は
責
任
を

取
れ
な
い
」と
怒
っ
て
い
た
が
、今
後
も
自
力
避
難

取
れ
な
い
」と
怒
っ
て
い
た
が
、今
後
も
自
力
避
難

で
き
な
い
住
民
を
バ
ス
な
ど
で
搬
送
し
て
く
れ
る
の

で
き
な
い
住
民
を
バ
ス
な
ど
で
搬
送
し
て
く
れ
る
の

か
。
か
。A

自
衛
隊
に
よ
る
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
で
の
搬
送

自
衛
隊
に
よ
る
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
で
の
搬
送

の
ほ
か
、市
民
バ
ス
に
よ
る
搬
送
も
実
施
し

の
ほ
か
、市
民
バ
ス
に
よ
る
搬
送
も
実
施
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

Q
佐
原
駅
周
辺
の
旧
清
見
屋
跡
地
へ
建
設
予
定

佐
原
駅
周
辺
の
旧
清
見
屋
跡
地
へ
建
設
予
定

の
複
合
公
共
施
設
は
、周
辺
が
浸
水
孤
立
す

の
複
合
公
共
施
設
は
、周
辺
が
浸
水
孤
立
す

る
が
、避
難
所
と
し
て
の
予
定
は
。

る
が
、避
難
所
と
し
て
の
予
定
は
。

A
自
主
避
難
所
と
す
る
計
画
で
、自
家
発
電
装

自
主
避
難
所
と
す
る
計
画
で
、自
家
発
電
装

置
な
ど
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

置
な
ど
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

Q
佐
原
小
学
校
体
育
館
は
、周
辺
が
水
没
す
る

佐
原
小
学
校
体
育
館
は
、周
辺
が
水
没
す
る

こ
と
か
ら
避
難
所
に
指
定
で
き
な
い
と
の
こ

こ
と
か
ら
避
難
所
に
指
定
で
き
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、体
育
館
の
裏
か
ら
の
出
入
り
と
牧
野
の
観

と
だ
が
、体
育
館
の
裏
か
ら
の
出
入
り
と
牧
野
の
観

福
寺
ま
で
通
行
可
能
で
あ
る
。自
主
避
難
所
と
し
て

福
寺
ま
で
通
行
可
能
で
あ
る
。自
主
避
難
所
と
し
て

位
置
付
け
で
き
な
い
か
。

位
置
付
け
で
き
な
い
か
。

A
周
辺
が
浸
水
地
域
で
あ
り
、浸
水
し
た
場
合
、

周
辺
が
浸
水
地
域
で
あ
り
、浸
水
し
た
場
合
、

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、洪

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、洪

水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
想
定
以
上
に
水
位
が
高
く

水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
想
定
以
上
に
水
位
が
高
く

な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、避
難
所
と
し
て
の
指
定

な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、避
難
所
と
し
て
の
指
定

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

防
災
公
園
の
設
置
を

Q
避
難
で
き
る
防
災
公
園
と
し
て
、閉
校
に
な

避
難
で
き
る
防
災
公
園
と
し
て
、閉
校
に
な

っ
た
学
校
の
校
庭
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

っ
た
学
校
の
校
庭
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
と
し
て
、地
域
の
高

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
と
し
て
、地
域
の
高

齢
者
へ
管
理
費
を
支
払
い
管
理
を
委
託
し
て
は
。

齢
者
へ
管
理
費
を
支
払
い
管
理
を
委
託
し
て
は
。

A
避
難
所
、避
難
場
所
の
拡
充
は
、重
要
な
課

避
難
所
、避
難
場
所
の
拡
充
は
、重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。民
間
の
活
用
を
含

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。民
間
の
活
用
を
含

め
、検
討
し
て
い
ま
す
。

め
、検
討
し
て
い
ま
す
。

◆ 利根川氾濫危険度と避
難対策

市
民
の
命
を
守
る

避
難
所
増
設
を

久
保
木 

清
司 

議
員

く　

ぼ　

き　

せ
い　
じ
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質問事項

国指定史跡阿玉台貝塚

Q
再
生
土
処
分
場
へ
の
大
型
ダ
ン
プ
の
通
行

再
生
土
処
分
場
へ
の
大
型
ダ
ン
プ
の
通
行

に
よ
り
、生
活
道
路
の
破
損
が
進
ん
で
い
る
。

に
よ
り
、生
活
道
路
の
破
損
が
進
ん
で
い
る
。

道
路
破
損
や
破
壊
が
進
ま
な
い
よ
う
、道
路
管
理
に

道
路
破
損
や
破
壊
が
進
ま
な
い
よ
う
、道
路
管
理
に

対
す
る
抜
本
的
な
方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
。

対
す
る
抜
本
的
な
方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
。

A
道
路
法
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
は
、他
市
町

道
路
法
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
は
、他
市
町

村
の
状
況
を
調
査
・
確
認
し
た
上
で
検
討
し

村
の
状
況
を
調
査
・
確
認
し
た
上
で
検
討
し

ま
す
。

ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
て
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

Q
学
校
給
食
費
が
、令
和

学
校
給
食
費
が
、令
和
2
年
度
か
ら
小
学
校

年
度
か
ら
小
学
校

で
1
カ
月
カ
月
5
9
4

5
9
4
円
、
中
学
校
で

円
、
中
学
校
で
6
6
6

円
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。学
校
給
食
費
の

円
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
、児
童
生
徒
の
食
育
の
推
進
、保
護
者
の

無
償
化
は
、児
童
生
徒
の
食
育
の
推
進
、保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、少
子
化
対
策
と
若

経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、少
子
化
対
策
と
若

者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
る
の
で
は
。

者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
る
の
で
は
。

A
学
校
給
食
を
無
償
化
し
た
場
合
の
経
費
は

学
校
給
食
を
無
償
化
し
た
場
合
の
経
費
は
2

億
2
3
0
0

2
3
0
0
万
円
と
な
り
、困
難
な
状
況
で

万
円
と
な
り
、困
難
な
状
況
で

す
。
す
。

Q
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
書
」が
、香
取
市
と
大
洗
町
で
締

す
る
協
定
書
」が
、香
取
市
と
大
洗
町
で
締

結
さ
れ
て
い
る
。避
難
事
故
の
場
合
、香
取
市
民
の

結
さ
れ
て
い
る
。避
難
事
故
の
場
合
、香
取
市
民
の

避
難
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。香
取
市
民
と

避
難
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。香
取
市
民
と

大
洗
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
、東
海
第
二
原
発
の

大
洗
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
、東
海
第
二
原
発
の

再
稼
働
を
止
め
る
こ
と
で
は
。

再
稼
働
を
止
め
る
こ
と
で
は
。

A
広
域
避
難
は
、あ
く
ま
で
も
基
本
協
定
で
、

広
域
避
難
は
、あ
く
ま
で
も
基
本
協
定
で
、

避
難
の
方
法
、避
難
所
な
ど
へ
の
収
容
は
、

避
難
の
方
法
、避
難
所
な
ど
へ
の
収
容
は
、

大
洗
町
と
協
議
を
継
続
し
取
り
ま
と
め
ま
す
。

大
洗
町
と
協
議
を
継
続
し
取
り
ま
と
め
ま
す
。

縄
文
ロ
マ
ン
の
阿
玉
台
貝
塚
の

整
備
、
保
存
対
策
を

Q
史
跡
阿
玉
台
貝
塚
は
、縄
文
ロ
マ
ン
を
醸
し

史
跡
阿
玉
台
貝
塚
は
、縄
文
ロ
マ
ン
を
醸
し

出
す
貴
重
な
史
跡
文
化
で
す
。こ
の
整
備
、

出
す
貴
重
な
史
跡
文
化
で
す
。こ
の
整
備
、

保
存
の
方
針
は
。

保
存
の
方
針
は
。

A
改
正
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
方
針
に
基
づ

改
正
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
方
針
に
基
づ

き
、市
内
全
体
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

き
、市
内
全
体
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
準
備
を

関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

Q
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
の

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
の

医
療
拠
点
と
し
て
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

医
療
拠
点
と
し
て
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

そ
の
現
状
は
。

そ
の
現
状
は
。

A
令
和
元
年

令
和
元
年
9
月
の
開
院
後
、
病
床
規
模

月
の
開
院
後
、
病
床
規
模

1
0
0

1
0
0
床
で
病
床
利
用
率
は

床
で
病
床
利
用
率
は
8484
％
で
す
。外

％
で
す
。外

来
患
者
数
は
、

来
患
者
数
は
、1
日
平
均

日
平
均
4
3
8

4
3
8
・
3
人
で
、順
調
に

人
で
、順
調
に

ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

◆ 市道の管理方針
◆ 学校給食の在り方
◆ 東海第二原発事故に対
する大洗町との避難協
定
◆ 史跡阿玉台貝塚の保存
に対する取り組み
◆ 香取おみがわ医療セン
ターの管理運営方針

市
道
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
を

宇
井 

正
一 

議
員

う　

い 

し
ょ
う
い
ち
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